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岸和田サテライトで学んでいる方々は、地域や仕事で役立てたい
という方から、教養を身に付けたいという方まで、その関心は幅広
いものです。そしてこれからは、岸和田サテライトを通じてさまざ
まな「学び」をしてきた人たちが、その学んだ知識や経験を活かし、
活躍していける場づくりを進めていきたいと考えています。
 研究フィールドとしての岸和田
生涯学習、教育、観光振興、産業振興、防災、市街地活性化などの地域課題等について、これまで、本市
が舞台となったテレビドラマに係る経済波及効果に関する「連続テレビ小説『カーネーション』による経済
効果の計測―観光消費額を中心として―」、本市丘陵部に所在するJAいずみの農産物直売所「愛彩ランド」
を手掛かりとした都市農村交流に関する「JA農産物直売所設置にともなう生産者の意識変化―大阪府岸和田
市JAいずみの『愛彩ランド』出荷部会へのアンケート調査結果―」、かつて本市をはじめとする泉州地域の
―大産業であった繊維産業の課題に迫る「『地域調査研究』記録とレポート2013―泉州地域の繊維産業とそ
の課題―」などの調査研究が行われてきました。
今後も、行政や地域のニーズと大学のシーズをマッチングさせ、地域が抱える課題の解決や地域の発展・
活性化に寄与する研究、活動が行われること、また、大学教員だけでなく、学生にとっての研究フィールド
としても本市が選ばれ活用されることを期待しています。
 高校生に向けた主権者教育
2016（平成28）年、岸和田サテライトの地域課題研究事業の一環として「主権者教育プログラム」が始
まりました。当時、「18歳選挙権」が話題となっており、地域の高校生に向けての取組でした。そこから毎
年テーマをマイナーチェンジし、創意工夫しながら、岸和田市内の高校に通う高校生をターゲットとして、主
権者教育プログラムを続けてきました。
主権者教育とは何かを改めて考えたときに、単に政治の仕組みや選挙に関する教育だけが主権者教育では
なく、社会で自立し、他者と連携・協働しながら、社会を生き抜く力や地域の課題解決を社会の構成員の一
員として主体的に担う力を育む［1］ことこそが主権者教育であると気づかされ、2019（令和元）年度の主権
者教育プログラムは、実践的な課題解決型の探究学習を行っている高校と連携し、高校生の課題研究を支援
するような形で行いました。
引き続き高校と連携しながら、本来あるべき主権者教育について考え、推進していきたいと考えています。
 これからの連携・展開
これまで、地域連携推進協定のもと、いろんな形で連携事業を進めてきましたが、本市のニーズと大学の
シーズをマッチングさせられていない行政分野や地域課題等も多くあり、言い換えれば、まだまだ連携の可
能性が秘められている状況です。
これからも、和歌山大学と岸和田市の両者に通ずる「和」の文字の意の如く、対等互恵の精神を大切にし
ながら、お互いが発展的に成長できる関係性を保ち、地域に貢献できる「連携」を行っていけることを期待
しています。
［1］　文部科学省「主権者教育の推進に関する検討チーム最終まとめ」より抜粋。
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